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最高基準運賃は上記のとおりであるが，地方の爽悩によりつ

~のような氏率が実施されている。

( 1 ) 基準運賃をキロ 制で 100 門から 70 円程度まで引き下げ

て ， 旅客の!反収をはかっている地区がらる。

(2) 遠距雌逓滅f1ilJ -z.突施し ， 100 km まで 120 門， 101-150 

km ま で 100 円 ， 151 -200 km まで 85 円の如く ， 段階制のキロ

制巡貨を災施している地方が多い。

(3) 往路回送料の収受については， 無料回送キロを設定して

いるものが多い。

巡貨の適用方法はつぎによる。

(1) 貸切制運賃

ア 時間制は 1 時間または走行 10km と し，数時!日!におよぶ

場合はこれの累計による。

イ 日貸制は 1 日の就業時間 81時間または走行キロ 80 km と

する。

ウ 就業l時間 81時間をこえる場合は，日 rt巡uおよびl時間制

巡貨の併t):と する。

エ :í:í:切制運賃による場合は， その走行キロが当該貸切契約

l時間 1 1時間につき 10km の割合をこえる峨合は，その超過走行

キロに対し所定のキロ 制連貨の半紙を加算する。

オ i時間制連貨の算定に当り，そのrt j;lJI時間に 30 分までのは

数を生じた場合は， 当該は数時分に対する巡i立は 1 時間貸運賃

の半額とする。

(2) キロ制連賃

遠距離逓減伽]を適用する場合を除き i並t):キロ 計;p:とする。

(3) 待料金

つぎの場合には待料金を収受する。

ア 貸切巡貨を適用する場合で，当骸:í:í:j7J契約を遂行するた

め就業l時 1mをこえてその車両を使用する i場合

イ キロ制巡貨を適用する場合で，その走f千キ ロ 10 km につ

き所要時間 1 時間の割合をこえる場合

ウ 宿泊等のため 2 日にわたる湯合は 8 時間分を最高とし

て待料金を収受する。

キロ1LïJ巡貨を適用するか貸切ltijを適用するかについては， 原

則としてキロ制巡貨を適用することとし ， !(切制連uは特約に

よる。

そのほか対キロ運賃を基礎とした， 東京 ・ 箱根とか東京 ・ 日

光とかの区間制運賃も認められている。

3 一般乗用旅客自動車運送司1 業の巡1'(料金

この巡f'ì:は 2 大目 IJ し て ， タ クシ一巡1'(とハイヤ一五lil互に分け

らhる。

タクシー五li貨はメ ー ターによる対キロ五mであって，現在は

大型 ・ 中立J ・ 小型の 3 種類に分けられ，迎J"U転は普通大型車を

傑l.\主として l 平キロ当り 50 円 ， 中型はその 2 ~~Jì威，小型は 3 出j

滅となっている。この業極では短距離旅客が多いので，最低迷

貨としてスタート運賃制j を設け， おおむね最初は 2km までの

述貨を収受している。それ以上は 400m とか， 500m ごとに 20

円ずつ加算されることになっており ， 待合等のため走行しない

で時闘を空白させられる場合は， 4 分単位または 5 分単位で 20

円の待料金が加m: されてゆく。

ハイヤ-ill! l主は車庫内で旅先を待つので~駐車率(旅客の乗

っている附の走行キロと空事走行キ ロとの比率)も若干低くな

るから，キロ伽l五li貨は 1!!l νーより高 < ， スタート巡貨1.5km

で 150 1弓あるいは 100 円ぐらいとな っている。

ハイヤー巡貨で，貸切制運賃を併用しているところもある。

これは官庁とか大会社等に長期契約でl'tす場合の illi f'ì:で， 東京

の場合は普通大型車と称するもので 1 日 貸( 11li拘束 81時間ま

たは走行 70km まで) 3，500 円 ， 超過したj結合は 1 1時間または

走行 10km までごとに 550 円となっている。

~flj j1YI五mは深夜 ・ 早朝 (221時 -5 11寺ま たは 2311寺 -611寺)の稼

働に対し 3 制i判あるいは 2 剖漁連貨を災施している地域もあ

るが，東京て'は災施していない。ハイヤーで往復来事をする場

合には東京， 京都絡では復路の運賃は三位頒となっている。

大都市以外は街路上を流し運転して旅客を拾うことは少ない

ので，おおむねハイヤ一連貨のみ適用されるところが多い。

4 特定旅客自動車巡送事業の運賃は，多くは乗合型車両で

特定の工場，駐留車の労務者鮪送等が大部分であるので， JI1雨

迎行に裂する経費は一般パスと大差はないのであるが， その車

両の迎用において特殊な部聞があるので， この点を勘案して本

事業独自の巡1立が個々の場合に応じて定められる。(術品n義)

じどうじゅうてんそうち 自動充電装置 (電車の)

(茶) automatic battery charging device (of electric rolling 

stock) 砲事には低圧電源，予備'Il1 ì源，非常電源と して帯電池

を使用している。この帯電池の充電方法はその極類 ・ 負荷状態

によ って災な っ ている。アルカリ電池のように過充電してさし

っかえな L、ものは， 空気圧縮電動揺量回路に直列にアルカリ電池

をつなぎ， ~気圧縮11t動機が動作時に自動的に充電を行う。こ

れは継電総 ・ 銭高虫総等を裂しない草11点がある。鉛m池等ではそ

の端子m圧がある他以下に低下したならば， flt動発電後の発電

信襲側から自動的に充電する方法を採用している。

一般に電車の電動発電話器の容量は全負荷の場合では，守容m池

を充mすれば泊負荷となるおそれがあるため， その!経負荷使用

の場合にのみ充電を行う方法を採用することがある。その一例

として |濁 f:t 7[(灯負荷のない消灯時に充電を行う方式を示してい

る。この装{加工充mH制御読まと充電主主抗器からなり，充電制御総

は AS，および AS，の 2 j聞の自動接触総と CL 充電接触総お

よび付加1抵抗を納めてある。

AS，接触w.fは発包括量が規定電圧に迷している場合， その電圧

コイノレ W，によって AS，主接点および C' B の補助接点を閉じて

いる。 AS，接触総の'[lt圧コイノレの励磁は，消灯時に生きる引通

し線を通じて行われるようになっている。しかしこのコイルは

充包接触総の接点 CL を通じて回路を形成されている。この接

点は苔111池71I圧がある他に低下したならば閉じる。これにより

主接点 AS，および補助接点 C'B が閉じて， 発電後か ら充fE砥抗

CR をiìli じて望書電池 B が充電される。かくして帯電池の充'r(tm:

圧が上外して規定電圧になったならば， 充電接触i慌の接点が切

れ， W，コ イノレ

は消磁され， 主

接点 AS，も切れ

て充ft1を停止す

る。

充電鍍触骨量は

W，n!圧コイノレ

自動充電回路つなぎ

電灯-H;A;嗣 JI~ ，峰

'" 

および CL 接点伝
を有している。

W，コイノレは部

電池111圧を受け

て'i'li: ifdJ発電機が

発電していると

きは，百íJftè 布IìJl1J

接点 C'B を通 じ

て周路を形成し
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